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宮古島市郵便入札運用基準 
                             令和２年４月３０日 

                          副市長決裁 
 

（趣旨） 
第 1 条 この運用基準は、本市における一般競争入札及び指名競争入札について、適正かつ円滑な入 
札方式として、郵便による入札（以下「郵便入札」という。）を実施するため、宮古島市契約規則 
（平成 22 年宮古島市規則第 4 号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定める

ものとする。 
（定義） 

第 2 条 この運用基準において用いる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 
 (1) 郵便入札 入札書を郵便、民間事業者による信書の送達に関する法律（平成 14 年法律第 99

条）第 2 条第 6 項に規定する一般信書郵便事業若しくは同条第 9 項に規定する特定信書便事業者に

よる同条第 2 項に規定する信書便（以下「郵便等」という。）により送達し、又は持参により提出

し、執行する入札をいう。 
 (2) 到達 入札書が現に本市の市役所に到着し、当該職員が確認することができる状態に達すること 

をいう。   
（対象案件） 

第 3 条 郵便入札の対象となる入札案件は、建設工事及び測量・建設コンサルタント業務、物品役務等

における入札のうち、次のいずれにも該当するものとする。 
 (1) 一般競争入札又は指名競争入札に付されるもの 
 (2) 宮古島市建設工事指名業者選定委員会又は宮古島市建設工事等以外のその他の契約に係る指名業 

者選定委員会が選定し、郵便入札によることが適当であると市長が認めたもの 
（入札の公告又は通知） 

第 4 条  一般競争入札における公告又は指名競争入札における指名通知書（以下「公告等」という。） 
には、次に掲げる事項を記載するものとする。 

 (1) 郵便入札により入札を執行すること 
 (2) 入札書の送達又は提出（以下「送達等」という。）の方法、到達期限である入札書受付締切予定

日時及び送達等の宛て先 
 (3) 開札予定の日時及び場所 

(4)  前各号に掲げるもののほか、必要な事項 
2 前項第 2 号の入札書受付締切予定日時は、原則として開札日の前日（その日が休日にあたる場合

は、その直前の平日）とする。ただし、これによりがたい場合は、この限りでない。 
 （入札書の取扱い） 
第 5 条 郵便入札の参加者は、公告等に記載された提出書類（以下「入札書等」という。）を郵便に 
よる一般書留若しくは簡易書留若しくは信書便による引受け及び到達について記録される方法又は持 
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参により提出する方法により、入札書受付締切予定日時までに到達等をしなければならない。 
2 郵便入札の参加者は、入札書等の送達等に当たっては、次に掲げる方法により作成した二重封筒を

用いなければならない。 
 (1) 内封筒には、入札書等を封かん及び封印し、「入札書在中」と明記するとともに、入札案件の名 

称、開札日及び参加者名を記載すること。 
 (2) 外封筒には前号の規定により作成した内封筒を入れて封かんし、参加者名を記載の上、「郵便入 

札関係書類在中」と表記すること。 
 （入札の辞退） 
第 6 条 入札参加者は、入札を辞退する場合は、郵便等又は持参により辞退届を送達又は提出しなけれ 
ばならない。 

2 入札書等が市に到達した後は、入札書受付締切予定日時前であっても入札を辞退することができな 
い。ただし、入札書等の到達後、開札日までの間に、やむを得ない事情があると入札執行者が認めた

場合はこの限りではない。 
 （費用の負担） 
第 7 条 郵便入札による入札書等の送達に要する費用は、入札参加者の負担とする。 
 （入札書等の保管） 
第 8 条 入札執行者は、入札書受付締切予定日時までに到達した入札書等について、外封筒を開封し、 
内封筒の記載内容を確認した上で、開札日時まで厳重に保管しなければならない。 

2 内封筒は、開札予定日の日時まで開封してはならない。 
3 入札書等の撤回、書換え又は差替えは認めない。 
 （入札書の無効） 
第 9 条 規則第 19 条において準用する規則第 13 条に定めるもののほか、次の各号のいずれかに該当 
 する入札は、無効とする。 
 (1) 入札条件に違反した場合 
 (2) 指定した送達等の方法によらず入札書等が到達した場合 
 （開札方法） 
第 10 条 開札は、事前に設定した開札予定の日時に速やかに行うものとし、入札を執行する職員の開 

札の宣誓後に開札を行うものとする。 
2 開札の結果、落札者となるべき価格の入札をした者が 2 者以上あるときは、それらの者からくじの 
方法により、落札者を決定する。 

3  前項の場合、入札事務に関係のない職員にくじを引かせるものとする。 
 （開札延期の連絡） 
第 11 条 開札を延期する場合には、電話、ファクシミリ等により、当該延期する入札案件に入札書等 

を提出している参加者全員に対し、開札を延期する旨及び変更後の開札予定の日時を通知するもの

とする。 
 （開札中止の連絡） 
第 12 条 開札を中止する場合には、電話、ファクシミリ等により、当該中止する入札案件に入札書を 

提出している参加者全員に対し、開札を中止する旨を通知するものとする。 
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 （入札結果の通知） 
第 13 条 入札執行者は、郵便入札により落札者を決定した場合は、速やかに落札者に電話、ファクシ 
ミリその他の方法によりその旨を通知する。 

2 前項の場合において、落札者以外の入札参加者に対する入札結果の通知は、落札者の決定後に電 
話、ファクシミリその他の方法によりその旨を通知する。 

 
    附 則 
  この運用基準は、令和 2 年 5 月 11 日から施行する。 
 

 


